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論文
カナダの1879年の新関税
に関する一考察
加勢田 博
I 
'産業革命期以降の経済発展の過程で，多くの国が採用した自国産業育成のた
めの政策の一つは，保護関税政策であった。経済的離陸の過程で芽生えてきた
土着の工業を，外国の輸出攻勢から保護するために，輸入品に対して高率の関
税を課した例は枚挙にいとまがない。もっとも，いかなる国も保護関税によっ
てのみ自国の工業化を達成したわけではない。こうした関税はあくまでもよう
やく成長しはじめた土着の工業の発展を促すための一つの手段にすぎなかっ
た。イギリスが自由貿易によってのみ経済発展を実現したのではないのと同様
に，アメリカ合衆国も高関税による産業保護政策のおかげで発展したものでは
ないことはいうまでもない。1)
本稿で取り上げるカナダの場合も元来は政府の最も重要な歳入源として関税
が考えられていたのであって，この点ではアメリカの場合も同様であった。例
えば， 1867年のカナダの政府予算の歳入のうち63彩は関税収入によるものであ
1) Philip S. Bagwell and G. E. Mingay, Britain and A加 rica; A study of Eco-
nomic Change 1850-1939 (London, 1970), chap. 4. 東井他訳『比較経済史」（ミ
ネルヴァ書房， 1975年），第4章。 GreamM. Holmes, Britain and Amがca;A 
・Comparat切eEconomic History, 185.0-1939 (Newton Abbot, 1976), chap. 5. 
矢口孝次郎監訳『英・米比較経済史」（ミネルヴァ書房， 1979),第5章参照。
ー
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り，アメリカの場合も1860年になっても90彩以上が関税によるものであった。2)
しかし，アメリカの場合， 1812年に勃発した米英戦争を契機に産業革命が展
開されニューイングランド綿工業に近代的工場制度の出現をみるに至って，
1816年にはアメリカ最初の保護関税法が制定されたのであった。それ以降20世
紀の巨大企業による経済支配の時代に至るまでアメリカ経済政策の中で高率関
税は生きつづけたのである。3)
一方，カナダにおいても1867年にコンフェデレーションが成立した結果，そ
の経済がイギリス帝国経済の再生産構造の重要な細胞として組込まれていたと
はいえ，巨大な産業国家へと成長しつつあった隣国アメリカの強い影響をうけ
て次第に独自の経済的基盤を建設しようとする機運が高まってきていた。
他方， 1836年以降，カナダにおける外国人の不動産所有の制限が緩められたこ
とから，アメリカ企業のカナダ進出は年を追って活発になっていた。それに加
えて， 1846年の英本国の穀物法の撤廃（自由貿易への転換）は，カナダ商人のカ
を衰退せしめそれに代ってアメリカ資本の力を引き入れることになった。そし
て， 19世紀中葉にはアメリカ資本がかなり進出し，カナダの鉱山業や製造業に
おいても徐々にその勢力を伸長させてきていた。 したがって，カナダの保護
政策は・一方ではこうしたカナダにおけるアメリカ企業を助長したことはうたが
いない。
ところで， 19世紀末以降のカナダの工業発展を考えるとき，最も顕著に現わ
れてくる特徴は，カナダ経済のイギリス依存からアメリカヘの傾斜という大き
2)カナダについてはM.C. Urquhart (ed.), Historical Statistics of Canada (Toronto, 
1965), pp. 198, 200, 大原祐子「ナショナル・ボリシーとアメリカン・システムー一•
カナダとアメリカ合衆国の比較史的検討の試みー一」（『世界経済』 1973年9月号），
31ページ。アメリカについては， The Statistical History of the United States, 
From Colonial Times to the Present (New York, 1976), p. 1106. 
3)アメリカの関税史に関しては FrankW. Taussig, The Tariff History OJ the 
United States (New York, 1931), 長谷田・安芸共訳『米国関税史』（弘文堂書房，
1938年）参照。
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な転換であろう。それは貿易においても資本投資の面においてもみられたので
あって，カナダ輸入貿易では， 1890年に，それまで圧倒的な比重を占めていた
イギリスを凌駕してアメリカが第一位になり，そのシェアは46%以上にのぼっ
た。また，カナダ生産物の輸出先をみても，第一次大戦前には英米両国はほぽ
同等の比重を占めるようになっていたのである。4)
一方，先進工業国にあってカナダほど外国投資によってその経済成長が大き
な影響をうけた国はほかにないといってもよいであろう。•この時代のカナダに
おける外国資本投資をみると，アメリカの対カナダ投資の増加は著しく，第一
次大戦期にはイギリスのそれの水準に達している。5) また，英本国との関係に
おいては， 1846年の穀物法の撤廃と1849年の航海条令の廃止は英本国が植民地
に対して政治的にと同様に経済的にも「自分の足で立て」ということを決定し
たように思えた。こうして，その後1870年代の大不況の到来とともにはじまっ
たイギリス経済の相対的停滞と南北戦争 (CivilWar)以降のアメリカ経済の急
成長とを反映する形で，カナダにおけるイギリスとアメリカの影響力の差は19
世紀の末には次第に縮少していったのである。
このような事実をふまえて， 19世紀末のカナダの経済発展を考えるとき，当
然のことながら，カナダ経済と英米経済とのからみ合いをぬきにしてカナダエ
業化の問題を論じることはできない。したがって，カナダの工業化はこの両国
の経済発展をいわば座標軸にして表わすとき最も鮮明に表現することができる
といえるぎ別な表現をすれば， カナダの天然資源にイギリスのポートフォリ
4) 0. J. Firestime, Canada's Economic D(Jt)e/opment, 1867-1953 (Income and 
Wealth Series, VII, London, 1958), pp. 168-69; do., "Canada's External Trade 
and Net Foreign Balance, 1851-1900," Tr⑰ ds in the AmがcanEconomy in 
the Ni加te紐thCentury (XXIV of Studies in Income and Wealth by Con-
ference on Research in Income and Wealth, Princeton, 1960), p. 766. 
5) Historical Statistics of Ca加 da,1965, p. 169. 
6)わが国におけるカナダ経済史研究は，ようやくはじまったばかりであるが以下の論文
もこうした視角からカナダの経済発展を把握しようとしたものであるといえる。木村
和男「イギリス資本依存型カナダ資本主義の形成過程—19世紀後半カナダ経済史へ
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オ投資（経済発展のための基盤の整備）とアメリカの直接投資（企業進出）とが結
びついてはじめてカナダ経済は離陸することができたといえる。とすれば，ィ
ギリスを中心とした植民地的経済構造の中にあって，カナダ経済の中・から湧き
でてきたカナダ固有の工業化の胎動は存在しなかったのであろうか。存在した
とすればそれはどのような形で現われてきていたのであろうか。本稿で考察の
対象とする 1879年の新関税はカナダの工業化を目的としてカナダ政府によっ
て採られた最初の最も重要な政策であったと考えられている。もっとも，この
政策のもたらした結果が，それが当初意図した通りのものとなったかどうかは
後述する。しかし，今日のカナダ経済のおかれている情況すなわち重要産業の
ほとんどがアメリカ資本ないしはアメリカ企業の所有ないし支配の下にあると
いう現実がこの結論のすべてを物語っているといえよう。7)
]I 
それでは，この1879年の新関税（マクドナルド関税）は上述のような特徴を有
するカナダ経済の発展にどのような影響をおよぽしたのであろうか。かような
の一試論」（東北大学『文化」 38巻1, 2号， 1974年），同氏「第一次大戦前のカナダ
経済とイギリス資本一―ーカナダ資本主義の特殊構造把握のために一ー」（『社会経済史
学」 41巻3号， 1975年），飯沢英昭「両大戦間期の加・米経済関係-米国の対加直接
投資を廻って一ー-J(『カナダ研究年報」創刊号， 1979年），拙稿「カナダの経済発展と
イギリス」（矢口孝次郎編著「イギリス帝国経済史の研究」東洋経済新報社， 1974年）
長部重康「カナダ資本主義の構造的特質-あるいは従属の歪み一」（『経済志林J
47巻2号， 1979年）。
7)最近のカナダにおけるアメリカ資本（企業）の状況については， A.E. Safarian, For-
eign Ownership .of Canadian Industry (Toronto, 1973) ; P.Hartland, "Private-
Enterprise and International Capital," The Canadian Journal of Economics 
and Political Science (C.J.E.P.S.), Vol. XIX (1953); F. A. Knox, "United 
States Capital Investment in Canada," The American Economic Review, Vol. 
XLVII, no. 2 (1957): A. E. Safarian, "Foreign Ownership and Control of 
Canadian Industry," in Abraham Rotstein (ed.), The Prospect of Change 
(Toronto, 1965), 等参照。
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視点からこの関税法の内容と特質を概観してみたい。
ところで， 1879年の新関税法は一般にカナダの NationalPolicyの成立を
意味する象徴的な政策として把握されているが，しかし， Nation五1Policyの
内包する具体的政策は論者によって若干異なる。しかし，いずれにしてもカナ
ダ人によるカナダ国民経済の形成を目ざして採用された一連の経済ナショナリ
ズムの国内政策（保護関税，鉄道建設，西部植民等）を意味することはまちがいな
い。8)
さて，これ以前の1874年の関税法はシンプルな構成で一次産品は無税，半製
品は 5~10彩， そして主な製造品に対しては 17.5 5lるの従価税であった。 しか
し， 1879年の新関税法は，カナダ経済に工業化を惹起せしめる目的で採用され
たこともあって，保護を必要とする度合に応じて税率は大きく異なりその内容
はかなり複雑になっていた。ちなみに，この新関税と同様の内容をもつ新しい
関税は実は1879年3月15日よりすでに実施されていた。しかし，同年5月15日
にこれまでの関税及び国内消費税に関する諸法律を修正，整理した法案がカナ
ダ議会を通過しこれにもとづいてヴィクトリア女王は新関税法を制定した。こ
れが一般に NationalPolicyとよばれる保護関税である。
ところで，この新関税は産業保護的性格を強く表わしていたことはもちろん
であるが，他方この関税によってカナダ連邦政府の歳入は著しく増加したのも
事実である（第1表参照）。したがって，新関税は NationalPolicyとばれてい
る一連の政策遂行の上で財政面からも重要な役割を担っていたということにな
8) National Policyに関しては多くの研究があるがさしあたり次のものを参照。大原祐
子「カナダにおける「ナショナル・ボリシー」の決定とジョン •A•マクドナルド」
（『史苑」立教大学史学会， 33巻2号， 1973年），同「ナショナル・ボリシーとアメリカ
ン・システム＿カナダとアメリカ合衆国の比較史的検討の試み――-」（『世界経済」
世界経済調査会， 1973年9月号）， 同「カナダ史学史における「ナショナル・ボリシ
ー」とナショナリズムの展開」（『アメリカ研究」アメリカ学会， 1号， 1977年）， 木
村和男「カナダ経済史研究の新動向と「ナショナル・ポリシー」観の変容」（『カナダ
研究年報」創刊号， 1979年）， R.C. Brown, Canada's National Policy 1883-190 
・O, A Study in Canadian-American Relations (Princeton, 1964). 
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第1表 カナダ政府の歳入
会計年度
1876 
1877 
1878 
1879 
1880 
1881 
1882 
1883 
1884 
1885 
国内消費税
4.9 
4.8 
5.4 
4.2 
5.3 
5.9 
6.3 
5.5 
6.5 
5.8 
（会計年度は6月30日で終わる）
（百万ドル）
輸入関税
12.6 
12.8 
12.9 
14.1 
18 .4 
21. 6 
23.0 
20.0 
18.9 
19.4 
出典： Historical Statistics of Canada, p. 198. 
り，アメリカ合衆国の「アメリカン・システム」を荀彿とさせるものがある。9)
そこで， 1879年3月15日より施行されていた関税と同年5月15日に制定され
た新関税とに関しては，各々についてカナダ総督 (K.G. Lorne)が英本国政府
(M. Hicks)に送った「報告書」10)がBritishParliamentary Papersに収載され
ているので，これに依拠しながら新関税が英米両国との貿易にどのような影響
をおよぽし，ひいてはカナダ経済とその将来にどのようなインパクトと方向づ
けを与えることになったかを考えてみたい。
新関税の対象品は大きく四つの部類に分けられる。すなわち，課税対象とな
9)大原祐子，前掲「ナショナル・ポリシーとアメリカン・システム」， M.H. Watkins, 
"The'American System'and Canada's National Policy," Bulletin of the Ca-
nadian Association for American Studies, I (1967). 
10) Copy of Despatch from The Governor-General of Canada, Respecting The 
New Customs Tariffs (London, 1879), in Irish University Press Series of 
British Parliamentary Papers, Reports Correspondence and Other Papers Re-
lating to Canada with Appendices 1878-85, Colonies Canada, Vol. 29 (Ire-
land, 1970) pp. 451-491. なお，このシリーズにはイギリスの各植民地（アフリカ，
カナダ，オーストラリア，ィンド，ニュージーランド，西インド諸島）からの報告文
書が収録されており，カナダに関しては全36巻にまとめられている。
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る品目（多くの製造品），非課税品目（多くの第1次産品），ニューファウンドラン
ド植民地の生産物で例外的に非課税となる若干の品目（魚類），そして輸入禁止
品目である。そこで注目しなければならないのは，この関税がカナダ産業の発
展を促進することを狙った保護関税であるということに関連して，一体どのよ
うな商品の輸入が関税障壁によって妨げられることになったかという点であ
る。ところで，このカナダ総督の報告害の中には，英米両国から1878年にカナ
ダに輸入された主要な商品の輸入額とこれに対する新・旧関税法による関税率
がまとめられているのでまずはこれを参考にしながら新関税の内容とその影響
について考察していくことにする。11)
この報告書によれば，こうした新しい関税が考えられるようになった背景に
は，カナダ人がアメリカ経済の圧力を強く感じるようになったという事実があ
る，という。つまり， 19世紀中葉以降アメリカ企業は企業結合を中心とする資
本の集中をくり返しながら巨大化し，その結果アメリカ製造業は今やカナダ市
場を制圧しようとしている。このアメリカ企業の結合の効果は政府の助成金に
よって生産される商品と同じであって，これに対抗するためにはカナダ工業の
保護を目的とした保護関税の採用が必要である，と主張されるようになったと
いうことである。12)このように，新関税の登場は南北戦争以降のアメリカ資本
主義の発展とビッグ・ビジネスの出現にカナダ人が恐怖を感じるようになった
ということを物語っているといえよう。したがって，以下で明らかにする新関
税の対象品目もその税率もアメリカに対して最も大きな影響をおよぼすように
考えられている。だから，「新関税の一般的効果は，合衆国からの輸入を減少
させ，カナダと西インド諸島との通商関係を再構築することになるのはまちが
いない」13)ということになる。それではこうした評価は那辺からでてきたので
11) Copy of Despatch from The Governor-General of Canada, Respecting The 
New Customs Tairijf s,pp. 468-471. 
12) Ibid., pp. 451-52. 
13) Ibid., p. 467. 
?
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あろうか。まずは主要な課税品目の検討からはじめなければならない。
まず石炭であるが，無煙炭も猥青炭もこれまでは非課税品であった。 しか
し，これにトン当り50セントが課税されることになった。だが，この時代のカ
ナダヘの石炭輸出は主にアメリカから行なわれていたのであって，ィングラン
ドからはバラストとしてごく少量が輸入されていたにすぎなかった。したがっ
て，この関税はイギリスにとっては何の障害ともならないであろうと考えられ
た。実際1878年のカナダの石炭輸入（無煙炭と渥青炭）はアメリカからが 266万
7000ドル (73万5712トン）でイギリスからはそのわずか 6分の 1の38万7454ドル
(12万7196トン）であった。14)だから，たとえこの関税によってカナダのノバス
コシア州の鉱山業が刺激され石炭生産が増加したとしても，それはカナダ製造
業の中心であるオンタリオ州（そこではアメリカ産の石炭が使われていた）にその
はけ口を見い出すであろうから沿海州のイギリス石炭の消費を妨げることには．
ならないであろう，と考えられた。15)
また，生きた家畜の輸入についても同様のことがいえる。 1878年には，これ
の輸入額は34万1611ドルであったがそのうちアメリカからが33万8015ドルでイ
ギリスからは，地理的条件からも当然？ことながら， わずか 3084ドルであっ
た。したがって，この関税が10%から20形に引き上げられたとはいえイギリス
には全く影響がなかった。16)
14) Ibid., pp. 467,469. イギリスの重要産業である石炭とその輸出については Phillis
Deane and W. A. Cole, British Economic Growth 1688-1959 (Cambridge, 19 -
62), pp. 31,216; A. W. Flux (ed.), The Coal Question, An Inquiry Concerning 
the Progress of Nation, and the Probable Exhausion of Our Coal-mines (New 
York, 1906), pp. 285-319; M.W. Kirby, The British Goa/mining Industry 1870-
1946: A Political and Economic History (Lonclon, 1977), pp. 4-23参照。なお，
1878年のカナダの石炭生産額は 194万1000ドル (109万トン）であった。 Historical
Statistics of Canada, p, 438. 
15) Copy of Despatch from the Governor-General of Canada, Respecting The New 
Customs Tariffs, pp. 467, 469., 
16)特に認められた品種改良のための家畜は非課税であった。 Ibid.,p. 467. 
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次に最も重要な項目の一つである綿製品に関しては次のような点が指摘され
る。すなわち， 1878年の綿製品の輸入総額は800万ドルで， このうち旧関税で
は17.5%の従価税の適用をうけていた製品が平方ヤード当り 2センいの従量税
と1596の従価税とが合わせて課せられることになった。しかし，その対象とな
ったのはさらし木綿やジーンズやデニムといった低級品であった。そして，こ
うした製品の輸入額は300万ドル程度でそのうちイギリスからが100万ドル，ァ
メリカからが200万ドルであった。いうまでもなく， こうしたカナダ国内でも
供給可能な低級品に比較的高率の課税を行うことによって，この種の国内工業
を保護し発展させようとしたわけである。だからこの分野でもアメリカの輸出
は大きな打撃をうけたであろう。一方， 綿製品の中でも高級品は500万ドルを
占めていた。そのうち400万ドルはイングランドからであった。そしてこれに
対する関税は17.5~るから2096に引き上げられたが，その種の商品はカナダ国内
でも合衆国でも大量に供給することは困難であったから，主たる輸出国である
イギリスにとっては，輸出の減少は考えられず，したがって新関税の影響は大
してうけないであろうと予想された。17)
さらに，羊毛製品についても同様のことがいえる。これの輸入額は1878年に
はおよそ850万ドルにのぽったが，そのうち700万ドルはイギリスからであり，
さらにそのうちの500万ドルは高級品であった。 こうした高級品は， 価格はと
もかく，イギリスよりはるかによいものをカナダや合衆国が供給するのはほと
んど不可能であったから，たとえ関税が2.5彩引き上げられて20彩になったと
はし、ってもイギリスの輸出にはどれほどの影響があったといえよう。18)このよ
うに，同じ輸出国とはいえイギリスとアメリカでは綿製品にしても羊毛製品に
しても輸出する製品の種類の違いもあって，新関税はイ・ギリスに極めて有利で
あった。これと対照的に，その工業の特徴でもある大量生産による低価格のい
わば大衆品を供給していたアメリカの輸出貿易にとっては，この関税は大きな
17) Ibid., pp. 467,469,479. 
18) Ibid., pp. 467,471,488. ，?
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．障害となったといえる。カナダがアメリカ的な工業化の過程を辿るかぎりカナ
ダの保護政策は必然的にどこよりもアメリカとの競争を制限する方向に向わざ
るをえなかったのである。
鉄および鉄工製品についてもイギリスに有利であった，と判断されている。
例えば，鉄鋼輸入額の70%を占める棒鉄，鉄板およびロッドといった主な製品
に対しては 5%から17.5%に税率が引き上げられた。 1878年のこれら製品の輸
入額はイギリスから 143万6328ドル， アメリカから22万4165ドルであった。ま
た，アメリカからの輸入の割合が大きかった蒸気機関車，蒸気エンジン及びボ
イラーといったもの (1878年にはアメリカからの輸入が50万7705ドル，イギリスから
は13万7832ドル）は17.5%から25%に税率が引き上げられた。そして，カナダの
これら鉄及び鉄工製品の輸入総額は約240万ドルでそのうちイギリスからが160
万ドルであった。これら製品に対する税率の引き上げにもかかわらず，その最
大の輸出国であるイギリスにとっては大いして不利になるとは考えられなかっ
たのは，この分野におけるイギリス企業の優位は当時なお変わっておらず価格
の点からみてイギリスからの輸入が続けられると考えられ，影響はむしろ後発
国のアメリカに大きいであろうと予想されたからである。19)
さらに，鉄製品（金物類）については，一層イギリに有利であると報告され
ている。 この種の製品の輸入額は， 1878年に330万ドルでそのうちアメリカか
らの輸入が70%以上の243万7000ドルにのぼり， 主として鋳物製品や粗製品の
金物類であった。残りの86万1500ドルが刃物類や鋼鉄製の精巧な製品でカナダ
やアメリカでは供給できないようなものであった。したがって，こうした商品
に対する関税が従来の 17.59.るから2.5%ないしは7.5%(若干の種類の製品につい
ては10%)引き上げられたとはいえ， イギリスの輸出にはほとんど影響なかっ
たというわけである。20)このように，鉄製品についても個々の製品に対する新
しい関税率を分析してみるとイギリス製造品及びイギリスから輸入された商品
19) Ibid., pp. 468,470,481. 
20) Ibid .
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に対しては比較的小幅の引き上げ率になっており，他方，輸入の多くをアメリ
力に依存している商品に対しては大幅な税率の引き上げが行なわれていること
がわかるのである。
これまで免税であった穀物にも課税されることになった。新関税ではあらゆ
る種類の穀物及び穀物粉に対して種類別，価格別の等級が付けられ，従価税に
換算すれば，平均約10彩の課税となっていた。例えば， トウモロコシの場合 1
ブッシェル当り 7.5セント課税されることになったが， 1878年にはカナダはこ
れをアメリカから 738万7477プッシェル輸入しておりイギリスからはほとんど
輸入していなかった。また，小麦は 1プッシェル当り15セント課税されるよう
になったが， 1878年にはアメリカから 563万5403プッシェル輸入されておりも
ちろんイギリスからの輸入はなかった。米についてはそれまで 1ポンド（重量）
当り 1セント課税されていたが，新関税でも変更はなかった。ちなみに，米の
輸入はほとんどがイギリスからで1878年には548万3447ポンド， アメリカから
は95万692ポンドであった。21)
このように，カナダは鉄道建設を軸とする西部開発を促進しながら穀物生産
とりわけ小麦生産を拡大させこれを代表的な輸出ステイプルに成長させていく
ためには，なによりもまずアメリカからの小麦輸入を抑制し国内生産を促進す
る必要があった。実際， 1879年の新関税の採用とともに小麦及び小麦粉の輸入
は激減した。 これらの輸入量は 1878年の705万1000ブッシェルから1880年には
わずか46万8000プッシェルヘと著しい減少を示している。22)一方， カナダの小
麦及び小麦粉の輸出は，輸入の減少と国内開発の進展に伴う需要の増大によっ
て一時期減少はするがその後1890年代に入って増加に転じた。23)この間にカナ
ダの小麦生産は， 1871年の1672万4000ブッシェルから1881年に3235万プッシェ
ル， 1891年に4222万3000プッシェル， 1901年に5557万2000プッシェル，そして
21) Ibid., pp. 468-69, 478-79. 
22) Historical Statistics of Canada, p. 364. 
23) Ibid .
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1910年には 1億t3674万4000プッシェルヘと長足の進展をみせたのである。24)今
やカナダにおける小麦生産は「小麦は王様」とよばれるまでに成長しカナダの
最も重要なステイプルとしての地位を確立したのであった。こうして， 1900年
から1914年に至る間の輸出増加全体のほぽ半分はこの小麦を中心とする穀類と
その加工品によるものであったといわれている。25)
次に，砂糖は比較的品質の良いものについて従価税でそれまでの25;l社から35
形へと10彩引き上げられた (1ボンド当り 1セントの従量の特別税は旧税のまま）
が，パッゲィジその他の費用を含まない生産地から直接輸入された砂糖の原価
に対する税率であったので， 10彩引き上げられたとはいえ実際には 551る程度の
税率の引き上げにしかならなかったという。なお， 1878年の砂糖の輸入額はイ
ギリスから約280万ドル，アメリカから約270万ドルであった。26)
最後に書籍についてみると，これに対する関税は，上流階級の知的生産に特
別の配慮を行ったといわれ，それまでの 5彩の従価税から 1ポンド当り 6セン
トの従量税に変更されている。したがって，文学的価値の少ない書物の輸入は
抑制され，価値ある書物は高価でも低額の税金ですむということになる。この
点でカナダの知的源泉を自負するイギリスにとって異論はなかったであろう。
なお，聖書などの宗教書は 5彩の従価税のままであった。27)
皿
以上のように，総督の報告書によれば，当時のイギリスの工業力とその輸出
品の種類から考えて新関税がイギリスの対カナダ輸出の障害になることはない
であろうと予想されていたことは明らかである。実際，上述したように，比較
24) Ibid., p. 362. 
25) D. A. MacGibbon, The Canadian Grain Trade (Toronto, 1932), p. 27; F.W. 
Burton, "Wheat in Canadian History," C.].E.P.S., Vol. m, 1937. 
26) Copy of Despatch from The Governor-General of Canada, Respecting The 
New Customs Tari.ff s, pp. 468-69. 
27) Ibid., pp. 468,478. 
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的高率の関税が課せられることとなった品目はアメリカからの輸入が大きなシ
ェアーを占める商品がほとんどであった。それはカナダ政府がアメリカ経済の
急膨脹に伴うアメリカ商品のカナダ市場支配をおそれたからにほかならない。
また別の視点から考えてみても，英米両国の工業の発展段階の相違からみてこ
の時代にはなおイギリス工業が一歩先じており，したがって，ょうやく成長を
はじめたカナダの幼稚産業を保護するためには，国内のこれら産業の生産物と
競争関係を生じることの多いアメリカ産業の輸出商品に対してどうしてもイギ
リスより不利な条件を押付ける結果になったのはやむをえなかったといえよ
う。ちなみに，イギリス議会でもこの関税問題がジョン・プライト議員によっ
て取り上げられているが，質疑に関する記録 (Hansard'sParliamentary Debates) 
からうかがえるのは，カナダが高関税を採用することによってイギリス植民地
間で「関税戦争という愚行」を生ぜしめるのではないかと心配されていたとい
う点である。28)
イギリス議会の様子からも明らかなように，この関税の最大の影響は製造品
中心の輸出を行っているアメリカに現われるであろうと考えられた。事実1880
年には一時的にせよ米加貿易におけるアメリカの輸出の減少がみられた。29) し
かし，われわれにとって興味深いのは，それはすでにしばしば説かれてきたと
ころではあるが，カナダの新関税が，アメリカの資本家にとっては関税障壁を
越えるために，直接投資を増大させる契機になったという点である。確かにカ
ナダにおける外国資本とりわけアメリカ資本は19世紀末以降急増し， 20世紀の
今日に至ってはカナダの重要産業のほとんどを所有ないしは支配している。そ
こで，この新関税が採用された時期のアメリカ資本のカナダ進出の状況を今少
28) Hansaれi'sParliamentary Debates, Third Series: Commencing withl The Ac-
cession of William IV, 42°VICTORIA, 1879, VOL, CCXLIV (London, 1879), 
pp. 1311-1313. 
29) Emory R. Johnson, T. W. Van Metre, G. G. Huebner, and D.S. Hanchett, 
History of Domestic and Foreign Commerce of the United States (Washing-
ton, 1967). p. 75. 
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し立ち入って考察してみよう。
第2表に示されるように，カナダにおけるアメリカ企業の分工場及びアメリ
カ資本の支配下にある工場の数は，新関税が実施された1879年にはそれ以前に
くらべて数倍に増加している。この時期にカナダに投資されたアメリカ資本は
その額においてまだイギリスよりはるかに少なかった。 1900年までにカナダ
（ドミニオン）に流入した外国資本8億5000万ドルのうち 7億1000万ドルは主
としてpンドンで調達された政府及び鉄道証券によるものであり残りがアメリ
カの直接投資であった。30)しかし，注目すべき点は保護関税とアメリカ資本に
第2表 カナダにおけるアメリカ系工場， 1870-1887
設立年 分支配工下場の及工場び 役アのメいリカる人会重社 計の画会社中 特の許企生産業 合計
1870 1 ． ． . 1 
1871 . ． . . ． 
1872 . 1 ． ． 1 
1873 . 1 ． . 1 
1874 . ． . . . 
1875 . 1 ． ． 1 
1876 2 ． 2 ． 4 
1877 3 ． . ． 3 
1878 5 1 1 ． 7 
1879 13 2 6 . 21 
1880 4 3 . ． 7 
1881 1 ． 1 ． 2 
1882 4 5 . 1 10 
1883 5 1 1 ． 7 
1884 2 2 1 1 6 
1885 5 1 1 . 7 
1886 2 . . . 2 
1887 1 . 1 . 2 
合計 48 18 14 2 82 
出典： H. Marshall and Others, Canadian-American Industry (New York, 
1970), p. 12. 
30) Penelope Hartland. "Private Enterprise and International Capital," C.].E.P.S., 
Vol. XIX, (1953), p. 78. なお， 19世紀後半の資本輸出については， LohnH. Adler, 
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よるカナダ産業の刺激によって， アメリカの直接投資をはるかに上回る資本
が，成長しつつあったカナダの銀行組織から調達されカナダ工業に投資された
ということである。31)こうして，「保護関税という手段によってカナダ国内でエ
第3表 カナダにおけるアメリカ系工場（産業別）， 1870-1887
設立年 I金属 繊維 木材 その他 I合計
1870 1 . ． . 1 
1871 . ． ． . . 
1872 1 . . . 1 
1873 ． . . 1 1 
1874 . . . ． . 
1875 . ． . 1 1 
1876 2 ． 1 1 4 
1877 . 1 ． 2 3 
1878 2 2 1 2 7 
1879 12 2 4 3 21 
1880 2 . 1 . 4 7 
1881 1 1 . ． 2 
1882 6 2 . . 2 10 
1882 6 . ・ ・ 1 .7 
1884 3 1 . 2 6 
1885 2 2 1 2 7 
1886 . . 1 1 2 
1887 . . 1 1 2 
合計 38 12 ， 23 82 
出典： H. Marshall and Others, op. cit., p. 13. 
Capital Movements and Economic D印eloprnent(New York, 1967), chap. I, 
イギリスの対カナダ直接投資については， D.G. Paterson, British Direct Investment 
in Canada, 1890-1914 (Toronto, 1976)を参照。
31) R. T. Naylor, "The Rise and Fall of the third Commercial empire of the St. 
Lawrence," in CajJitalism and the Na,tional Question in Canada, edited by 
Gary Teeple (Toronto, 1972), p. 23. なお， 技術格差の大きい国の場合，直接投
資が投資受け入れ国の経済を刺激することはないという主張もあるが，カナダとアメ
リカの場合， 両国間に大きな技術格差があったとは考えられない。 H. W. Singer, 
"The Distribution of Gains between Investing and Borrowing Countries," . 
American Economic R印iew(May 1950), p. 473も参照。
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業化を起す」32)ために採られた新関税政策 (NationalPolicy)はその初期の目的
を一応達成することになるのである。
ところで，この時代のアメリカ企業のカナダ分工場がどの産業分野に建設さ
れたかをみると，それはカナダの天然資源と結びつく金属産業や木材関係の産
業に集中していたことがわかる（第3表参照）。アメリカ資本は1830年代には木
材に向い， 1846年以降は銀や銅に向い33), その結果「1880年にはオンタリオ州
やケベック州の鉱山で雇用されていた資本の半分以上は合衆国から来ていた」
34)といわれている。もちろん，こうして進出してきたアメリカ資本との競争に
敗れ姿を消していったカナダ企業も多かったであろう。長い歴史を有するケベ
ックの鉄工業の中にもそうじた例を見い出すことができる。35)
しかし，大量のアメリカ資本をカナダに導入することになった原因を関税に
のみもとめることはできないであろう。単に外国資本の必要性が存在すると
か，豊かな資源が保証されているとか，経済成長の潜在的能力があるとかいっ
たことだけでは工業資本はやってこない。カナダの工業発展の過程で重要な役
割を果したアメリカ資本が， 19世紀末以降大量に流入するようになったのは，
カナダにおける社会的間接資本（イギリスのボートフォリオ投資によって蓄積されて
きた）の増大によって，工業活動をなしうる素地ができあがってきていたから
にほかならない。このようなことを考え合わせると，外国資本の流入にはそれ
を必要とする国の側における「投資風土」が問題になるであろう。資本受け入
れ側の制度とか姿勢とかを含めた政治的・経済的及び社会的なフレイムワーク
32) W. A. Mackintosh, The Economic Background of Dominion-Provincial Reta-
tions (Toronto, 1964), p. 25. 
33) R. T. Naylor, op. cit.; p. 26 ; H. Marshall, op. cit., p. 6. 
34) H. A. Innis and A. R. M. Lower, Select Documents in Canadian Economic 
History, 1783-1885 (Toronto, 1933), p. 586. 
35) Naylor, op. cit., pp. 27-8. 一方，カナダの対外投資も拡大していったのであって，
1928年にはその52彩がアメリカ合衆国に対するものであった。 Hu~h Keenleyside, 
Canada and United States, Some Aspects of the History of the Republic and 
the Dominion (Port Washington, 1929), p. 322. 
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が重要である。そこで，この機会にカナダヘのアメリカ資本流入について，投
資する側の事情も含めて直接投資増大の要因について概観しておきたい。
われわれは， アメリカの対カナダ直接投資の経済的要因を考える前提とし
て，まず，この両国が地理的に接近していることと，人種的にも文化的にも相
似していることとをあげておかねばならない。なにしろ「この両国の親密さは
「共通の血液循環をもつシャム双生児」ほど完全なものである」といわれるほ
どであるからである。36)
さて，カナダの経済発展は「イギリス融資資本—―ーアメリカの工業企業家精
神—カナダの天然資源」というパクーン（有名な北大西洋トライアングル）によ
って展開されたといわれているが，資本とアメリカ的企業家精神とをカナダに
持ち込んだこの時代のアメリカ経済はどのような発展段階にあったのであろう
か。37)周知のように， 19世紀後半のアメリカ経済は南北戦争後の急速な工業成
長とそれに伴う独占的巨大企業の形成期にあった。 1880年代になるとスクンダ
ード石油会社をはじめとするビッグ・ビジネスが相次いで登場し， 1890年の
「フロンティア・ラインの消滅」にみられるようにアメリカの地理的拡大と経
済的膨張の圧力は極限に達していた。こうした状況からみてアメリカ経済の北
への拡大は必然的であったといえる。ちょうどその時，前述のような関税のイ
ンパクトをうけてアメリカ資本は一挙に49度線の北へとなだれ込んだのであ
る。
北のカナダには豊かな資源のみならずすでに一定規模の市場が存在してい
36) A. Siegfried, Canada: An International Power (Jonathan Cape, 1949), pp. 239-
240; 伊藤勝美「フランス系カナダ問題の研究」（成文堂， 1973),156ペー ジ。
37)豊原治郎教授が近著の中で次のような点を指摘していることにも注目しなければなら
ない。すなわち，..18世紀末にアッパー・カナダはその植民政策にもとづいて多くのア
メリカ人移民を受け入れたが，この「ヤンキー型移民層」すなわちもっともアメリカ
的なカナダ人の中から後に「アッパー・カナダを方向づける新しい「政治的・経済的
エリート』が誕生してきた」という点である。豊原治郎『カナダ商業史研究序説』（千
倉書房， 1981年）， 26ペー ジ。
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た。したがって，この市場を獲得してより大きな利益をあげるためには，この
市場にできるかぎり近接した場所に工場を建設することが必要であった。それ
はいうまでもなく，輸送コストの切り下げと市場で消費者が何を求めているか
をより早く正確に知るためであり，そうすることによって常に消費者の要求に
合った商品を生産することができたからである。その上，さらに，カナダに生
産の拠点を確保することは，アメリカ企業にとって，世界市場へ進出していく
上で非常に有利になった。というのは，アメリカ企業はカナダの資源を開発・
利用しながらカナダを足場にして自由貿易下のインペリアル・チャンネルを通
じてイギリス植民地諸国へ，ひいては世界市場へ進出していくことができたか
らである。38)
IV 
以上述べたように， 1879年の新関税はカナダの NationalPolicyとよばれ
るように，この国の工業を英米の工業の風圧から保護し，発展さ辻ようとする
ものであった。しかし，この関税の実質的な影響力という点から考えるとき，
それは，商品貿易を通じてますます深くかかわり合ってきていたアメリカによ
り大きな衝撃を与えたといえる。その結果，成長を続けていたアメリカ産業は
これを契機に生産要素を移動させてカナダに子会社や分工場を設立するととも
にカナダ企業を買収してこの国の工業の担い手としての役割を演じていくこと
になった。
こうして， 1879年の関税政策の変更とともに急増した米系企業は，カナダ産
業資本の発展（カナダ工業発展）を犠牲にすることによってはじめて存続してき
た重商主義的植民地主義，すなわちイギリス帝国経済の再生産構造を次第に打
破していくことになるのである。しかし，イギリスの「自由貿易の帝国主義」
38)拙稿，．前掲論文参照。 A.F. W. Plumptre, "Nature of Political and Economic 
Development in the British Dominions," C.J.E.P.S., Vol. II, No. 4, (1937), 
p. 507. 
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支配の下でモノカルチュア的経済の状態にとどめおかれていたカナダ経済は，
カナダにおけるアメリカ資本の支配が確立されるとともに，そこから解放され
たかにみえたが，イギリス植民地経済からの解放の過程は，他方では，新たな
支配のはじまりでもあった。そして， 20世紀のカナダ経済は再び新たな経済的
従属の歴史を歩みはじめるのである。
このように，カナダ経済は，新関税が狙っていたカナダの工業化という方向
ヘ歩みはじめたもののその行先は，アメリカ資本によるカナダ産業の支配とい
う予想もしなかった経済的従属の世界であったことを20世紀の歴史は明らかに
した。換言すれば，カナダ経済は，イギリス帝国経済の再生産過程からようや
く脱却しながら今度はアメリカ資本主義経済の再生産過程に編入されるとい
ぅ， NationalPolicyが目ざしたのとは全く逆の結果になってしまったという
ことである。それゆえ， 「マクドナルド関税はカナダに工業を生み出しはした
がカナダの工業を生み出しはしなかった」39)という鋭い指摘も聞かれる。のみ
ならず，アメリカの直接投資による資本輸出は，その子会社を通じて自国のエ
業組織から社会哲学に至るあらゆるものをカナダに持ち込み，それまでの経験
とは異って，「アメリカ帝国の場合は貿易の後に国旗がやってきた」40)という結
果をもたらした。このように， 1879年の新関税はカナダ産業革命のはじまりを
象徴するものであったと同時に，カナダ経済のアメリカ従属の歴史のはじまり
を告げるものともなったのである。
39) M. Watkins, "A New National Policy," in T. Lloyd and J. T. McLeod, (eds.),・ 
Ag; 切 da1968 (Toronto, 1970), p. 161; Quoted in Naylor, op. cit., p. 25. 
40) Naylor, op. cit., p. 25. 
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